
7/22 赤目四十八滝ゆったり散策・草本観察会の御案内 

調査委員会 

 

赤目四十八滝は、三重県名張市にある「室生赤目青山国定公園」に指定されている景勝地

です。渓流沿いに散策コースが整備されており、数々の滝や巨岩、柱状節理、豊富なシダや

コケなどの植物、こうした自然に囲まれた伊賀忍者発祥の地をゆったりと散策しましょう。 

都会を離れ、4～５℃は低い深山で、涼やかな滝の音や川のせせらぎ、鳥やカジカの鳴声

に耳を澄ませつつ、咲き始めた美しいイワタバコの群生など堪能できます。 

 コースは千手滝ないし布曳滝までの折り返しで、２km 程度、ほぼ平坦な遊歩道ですが、

１箇所やや急な階段があります（手すり有り）。20 分の距離を１時間くらいかけてゆっく

りと歩きます。バス会社への連絡のため、参加の可否を 7/15班会議でお知らせください。 

 

★実施日 ：7 月 22日（金） 

★集合場所：近鉄大阪線 赤目口駅前 バス乗り場 （コンビニ等はありません） 

★集合時間：3 班・4 班は 10:00→10:05 発のバスに乗車（鶴橋発 8:33、8:57） 

      1 班・2 班は 10:25→10:30 発のバスに乗車（鶴橋発 8:57、9:13） 

★行程：赤目口駅―赤目滝バス停―渓谷入口（サンショウウオセンター）―行者滝― 

霊蛇滝―不動滝―乙女滝―八畳岩―千手滝(布曳滝)付近折り返し―サンショウ

ウオセンター―赤目ビジターセンター―赤目滝バス停―赤目口駅（解散） 

★赤目四十八滝 自然探勝きっぷ（近鉄の大きな駅で販売）を購入して下さい。 

  （近鉄＋三重交通バス＋入山料がセットになっていてお得です） 

  探勝きっぷを購入されない方は、入り口で入山チケット 500 円を購入して下さい。 

★昼食：班別に、千手滝付近、八畳岩付近、霊蛇滝付近のいずれかの場所で、歩く人の

じゃまにならないように、遊歩道から少し外れて摂ります。 

★トイレ：渓谷入口の手前と八畳岩付近にあります。 

★折り返し点予定時刻：  3 班・4班は 13:20  1 班・2班は 13:50  

★帰りのバス時刻：     3 班・4班は 14:40  1 班・2班は 15:15  

★持ち物：弁当、飲料、敷物、虫よけ、ルーペ、ストック、雨具など 

★中止条件：前日 17 時の気象庁天気予報「三重北中部」５０％以上の場合中止 

 

＜伊賀忍者発祥＞ 

戦国時代、伊賀忍者が赤目四十八滝一帯で、足腰を鍛え、滝で精神修行をし、心技体を磨い

ていたという。そこに棲む両生類のオオサンショウウオを、水に潜る術などの参考にしてい

たとか。また、この地を修行の場に選んだのは、伊賀忍者の開祖の百地三太夫だそうです。 

＜赤目の由来と役行者伝説＞ 

「赤目」という名前の由来の 1 説は、約 1300 年前、役行者が、滝に向かって修行している

と、「不動明王」が牛に乗って出現。その牛の目が赤かったことから、この地を”赤目”と名

付けたとのこと。赤目四十八滝の登り口にある延寿院は、役小角（えんのおづぬ）が開いた

といわれ、赤目不動を安置しており、この不動尊は東京の目黒不動、目白不動と並んで日本

の三大不動の一つに数えられています。他に樹齢 350 年の枝垂桜は有名です。 
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